
平成 29年度日本小児腎不全学会評議員会議事録

日時：平成 29年 9月 21日 （木） 10 : 45～l 1 : 45 

場所：兵庫県淡路市 淡路夢舞台国際会議場 3階特別会議室 310

出席者（敬称略） ：相川厚、芦田明、飯島一誠、上村治、大田敏之、香美祥二、賀本敏行、宍戸清一郎、白

髪宏司、高橋昌里、服部元史、藤枝幹也、本田雅敬、渡井至彦（以上 14名、欠席 13名のうち委任状 13名）、
三浦健一郎（オブ、ザーパー）

第 39回日本小児腎不全学会香美祥二会長の挨拶につづき、以下のように各議題が討議された。

議題
(1）オブ、ザーパーの承認

平成 28年度評議員会に引き続いて東京女子医科大学腎臓小児科の三浦健一郎がオブザーパーとして参加

することが承認された。

(2）会計報告・予算案

平成 28年度の会計報告ならびに平成 29年度の予算案が事務局より報告された。会計報告が適正なこと

が監事である相川｜厚評議員、伊丹儀友評議員の書面によって報告され、平成 28年度の会計報告と平成

29年度の予算案が了承された。

(3）会員動向

平成 29年 8月 31日現在の会員数は、正会員 591名、名誉会長 2名、名誉会員 17名であると事務局よ

り報告された。平成 27年度以降の増加は、筆頭演者が会員であることを必須としたためと報告された。

(4）評議員退任

相川厚評議員、伊丹儀友評議員、柳原俊雄評議員から定年に伴う退任のご希望があり、承認された。

(5）名誉会員の推薦

相川厚先生、伊丹儀友先生、柳原俊雄先生が名誉会員に推薦され、承認された。

(6）評議員の交代

北海道大学泌尿器科森田研評議員から堀田記世彦先生への評議員交代希望があり、承認された。
(7）評議員の推薦

演崎祐子先生（東邦大学医学部小児腎臓学講座）、奥見雅由先生（東京女子医科大学泌尿器科）が評議

員に推薦され、承認された。今後、女性評議員を増やしていくことが検討された。

(8）新監事の選出

相川｜厚監事と伊丹儀友監事のご退任に伴い、宍戸清一郎先生と香美祥二先生が新監事として選出され、

承認された。

(9）次々期会長の選定

第 41回会長（平成 31年度）に藤枝幹也評議員（高知大学医学部小児思春期医学）が推薦され、承認さ

れた。

(10）編集委員会報告

第 37巻（2017年 7月発行）から本田順子先生（神戸大学大学院家族看護学）も編集委員として査読に

携わっていただいていること、 2017年2月に飯島一誠先生が編集委員を退任されたことが報告された。

なお、第 37巻（2017年 7月発行）も無事に発刊されたこと、看護研究の論文が 2編査読中であること

が報告された。

(11）その他

1）事務局より、大会長に UMINID・パスワードをお知らせすること、学会の HPに次期学術集会のパナー

を貼ることが確認された。

2）優秀演題の件

大会長の香美評議員より、優秀演題募集・選考基準案に基づいて優秀演題が選択されたことが報告され

た。芦田評議員、渡井評議員、香美評議員が作成された優秀演題募集・選考基準案が回覧され、今後も

これに従って運用していくことが確認された。なお、看護演題が少ない場合も優秀演題は選出する方針

とすることが確認された。

3）日本小児科学会専門医更新単位認定

大会長の香美評議員より、日本小児科学会新専門医制度に員ljり、講習を聴講した人に単位が与えられる

ことが報告された。今後も、事務局がサポートして各大会長が申請していくことが確認された。

4）収支状況について

事務局より、現在は黒字を保っているが、広告収入が減少傾向であり、今後繰越金が減っていくことが



予想されると報告された。学会誌をウェブ化することも検討されたが、査読・校正にかかる費用は残る

こと、ペーパーレスになることで認知度が下がる懸念があることから、当面は紙ベースを維持すること

が確認された。今後年会費を上げることも積極的に検討することとなった。

5）看護師の参加と看護演題が少ないことについて

看護部の倫理規定が厳しく、従来に比べて発表準備や手順に時間を要すること、各施設の学会参加の規

程上の問題、近年の看護師の日常業務の負担増加などが指摘された。引き続き、看護に関するシンポジ

ウムなど、プログラムを工夫していくことが確認された。

(12）次期会長の挨拶

第 40回会長の賀本敏行評議員より準備状況が報告された。

平成 30年 11月 8日（木）～11月 9日（金）、宮崎観光ホテルにて開催予定。
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